
 

 

がく  しゅう 

 
 

中野
なかの

区立
くりつ

南 台
みなみだい

小
しょう

学
がっ

校
こう

 

１ 持
も

ち物
もの

について 

○忘
わす

れ物
もの

をしないようきちんと用
よう

意
い

をする。 

○すべての持
も

ち物
もの

に名
な

前
まえ

を書
か

く。 

○筆
ふで

箱
ばこ

について 

・筆
ふで

箱
ばこ

は、飾
かざ

りの少
すく

ないもの・簡単
かんたん

に割
わ

れたり音
おと

が出
で

たりしないもの・ 机
つくえ

の中
なか

に入
はい

るものにする。 

・鉛
えん

筆
ぴつ

（Bか２B）４～５本、名
な

前
まえ

ペン
ぺ ん

（油
ゆ

性
せい

ペン）、消
け

しやすい消
け

しゴム（色
いろ

やにおいのないもの）、赤
あか

青
あお

鉛
えん

筆
ぴつ

 

 ・ボールペンやカラーペン、シャープペンシルは持
も

ってこない。〔必要
ひつよう

なときだけ持
も

ってくる〕 

○算
さん

数
すう

セットについて（３年
ねん

生
せい

以
い

上
じょう

が用
よう

意
い

する） 

 ・布
ぬの

製
せい

のきんちゃく 袋
ふくろ

を用
よう

意
い

する 

 ・中
なか

身
み

…三
さん

角
かく

定
じょう

規
ぎ

、コンパス、分
ぶん

度
ど

器
き

、スティックのり、はさみ、セロハンテープ、色
いろ

鉛
えん

筆
ぴつ

 

 （ 定
じょう

規
ぎ

・三
さん

角
かく

定
じょう

規
ぎ

は２年
ねん

生
せい

から、コンパスは３年
ねん

生
せい

から、分
ぶん

度
ど

器
き

は４年
ねん

生
せい

から使
し

用
よう

する） 

○学
がく

習
しゅう

に関
かん

係
けい

ない・必
ひつ

要
よう

ないものは持
も

ってこない。 

○道
どう

具
ぐ

は、質
しっ

素
そ

で飾
かざ

りのないものにする。          ※上
うわ

ばきの名前
な ま え

の書き方
か   かた

 → 

○上
うわ

ばきに、はっきりと名前
な ま え

を書く
か  

。 

 

 

２ 学
がく

習
しゅう

の 準
じゅん

備
び

 

○チャイムが鳴
な

ったら、すぐに学
がく

習
しゅう

が始
はじ

められるようにする。 

○次
つぎ

の時
じ

間
かん

が音
おん

楽
がく

・図
ず

工
こう

・算
さん

数
すう

・体
たい

育
いく

などで教 室
きょうしつ

移動
いどう

をする場
ば

合
あい

は、休
やす

み時
じ

間
かん

内
ない

に整
せい

列
れつ

し、静
しず

かに移
い

動
どう

する。 

 

３ 授
じゅ

業
ぎょう

中
ちゅう

について 

○学
がく

習
しゅう

の始
はじ

めと終
お

わりには、あいさつをする。 

○意
い

見
けん

や質
しつ

問
もん

があるときは手
て

を挙
あ

げ、指
し

名
めい

されてから話
はな

す。 

○発
はつ

言
げん

の仕
し

方
かた

は、 

 １ 名
な

前
まえ

を呼
よ

ばれたら、「はい」と、「３の声
こえ

」で返
へん

事
じ

をする 

 ２ 立
た

って、みんなの方
ほう

を向
む

く 

 ３ 「３の声
こえ

」で、「～です。」「～ます。」など、ていねいな言
こと

葉
ば

で話
はな

す 

○発
はつ

言
げん

の聞
き

き方
かた

は、 

 １ 話
はなし

をしている人
ひと

の方
ほう

に 体
からだ

を向
む

ける 

 ２ 最
さい

後
ご

まで静
しず

かに聞
き

く 

 

４ 体
たい

育
いく

の学
がく

習
しゅう

について 

○紅
こう

白
はく

帽
ぼう

をかぶる。髪
かみ

が長
なが

い人
ひと

は、飾
かざ

りのないゴムで髪
かみ

をむすぶ。髪
かみ

飾
かざ

りなどはしない。 

○原
げん

則
そく

、体
たい

育
いく

着
ぎ

の下
した

に、シャツ
し ゃ つ

は着
き

ない。（ただし、女
じょ

子
し

は発達
はったつ

に応
おう

じて下
した

着
ぎ

を 着
ちゃく

用
よう

する） 

○原
げん

則
そく

、体
たい

育
いく

着
ぎ

で運
うん

動
どう

し、体
たい

育
いく

着
ぎ

・紅
こう

白
はく

帽
ぼう

忘
わす

れは見
けん

学
がく

とする。 

○体
たい

育
いく

着
ぎ

の上
うわ

着
ぎ

は中
なか

に入
い

れる。 

○タイツやハイソックスははかず、体
たい

育
いく

用
よう

の靴
くつ

下
した

を持
も

ってきて着
き

替
が

えのときにはきかえる。 

○冬
とう

季
き

の寒
さむ

い時
じ

期
き

は、トレーナー（ファスナーやボタン、フードのないもの）を着
き

てもよい。 

 

 

声
こえ

のものさし 

０の声
こえ

… 心
こころ

の中
なか

で話
はな

す 

１の声
こえ

…となりの人
ひと

に聞
き

こえる大
おお

きさ 

２の声
こえ

…グループの人
ひと

に聞こえる
き    

大きさ
おお    

 

３の声
こえ

…クラスみんなに聞こえる
き    

大きさ
おお    

 


